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臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　平成３１年４月臨時会が４月２６日に開かれ、承認案件２件、人事案件１件を可決した。
　令和元年６月定例会が、６月７日から６月２７日までの２１日間開催され、条例議案９件、一般
議案４件、予算議案３件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

４月臨時会・６月定例会で決まった主なこと

４月臨時会

６月定例会

副
議
長
就
任

あ
い
さ
つ

副
議
長長

谷
川
　
博

　

４
月
の
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
副
議
長
の
大
役

を
お
引
き
受
け
い
た
し
、
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
一
段
と
進
む
な
か
、
若

い
後
継
者
が
安
心
し
て
活
躍

で
き
る
職
場
づ
く
り
、
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
議
長
と

と
も
に
議
会
運
営
が
円
滑

に
遂
行
さ
れ
ま
す
よ
う
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
糧
に

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
身
全
霊
を
も
っ
て
職
務

を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

６月定例会提出議案議決結果

　○：賛成　×：反対

議案ごとの賛否
神
作
　
紀
史

山
田
　
一
洋

鈴
木
　
克
哉

石
井
　
教
宇

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

長
谷
川
　
博

寺
澤
　
利
郎

鈴
木
　
直
一

川
上
　
　
清

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

青
木
　
正
孝

飯
田
　
彰
一

議案第３０号 南房総市立富山国保病院使用料及び手数料条
例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

議案第３３号 南房総市水道事業給水条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３８号 令和元年度南房総市一般会計補正予算
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４２号 財産の取得について（タブレット型端末） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名
議案名

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 27 号 南房総市児童遊園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 28 号 南房総市税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 29 号 南房総市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 30 号 南房総市立富山国保病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 31 号 南房総市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 32 号 南房総市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 33 号 南房総市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 34 号 南房総市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 35 号 南房総市自然の宿「くすの木」の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 36 号 財産の取得について（公用車購入（塵芥車）） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 37 号 千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 38 号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 39 号 令和元年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 40 号 令和元年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 41 号 契約の締結について（南房総市立千倉中学校屋内運動場改修工事（建築工事）） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 42 号 財産の取得について（タブレット型端末） 原 案 可 決 
賛 成 多 数

議案種類 件　　　名 議決結果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（南房総市税条例等の一部を改正する条例） 原 案 承 認 
全 会 一 致

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（南房総市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原 案 承 認 
全 会 一 致

同意第１号 南房総市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原 案 同 意 
全 会 一 致

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

　

６
月
11
日
に
開
催

さ
れ
た
第
95
回
全
国

市
議
会
議
長
会
定
例

総
会
に
お
い
て
、
議

員
在
職
15
年
以
上
と

在
職
10
年
以
上
で
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

 

在
職
15
年
以
上

 　

辻　

貞
夫 

議
員

 

在
職
10
年
以
上

　

関　

壽
夫 

議
員

４月臨時会提出議案議決結果

全議さ市総員在彰在在
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補
正
予
算

問　

何
年
間
、
旧
南
小
学
校

を
使
う
の
か
。

商
工
課
長　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
要
領
で
は
、
30
年
以
内
と

し
て
い
る
。

問　

公
募
方
法
と
応
募
社

数
は
。

商
工
課
長　

公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
と
り
、
１

社
の
応
募
が
あ
っ
た
。

問　

応
募
が
１
社
し
か
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
な
い
か
。

副
市
長　

競
争
・
公
平
・
透

明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
制

度
と
な
っ
て
お
り
、問
題
な
い
。

問　

貸
事
務
所
建
設
の
設

計
は
、
入
札
で
行
わ
な
か
っ

た
の
か
。

商
工
課
長　

設
計
業
者
を
含

め
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
あ

り
、
実
施
設
計
は
、
丸ま
る
こ
う昂
建

設
株
式
会
社
と
杉
村
建
築
事

務
所
と
の
随
意
契
約
を
予
定

し
て
い
る
。

問　

費
用
対
効
果
の
検
証
は

行
っ
た
か
。

商
工
課
長　

提
案
を
も
と
に
、

こ
れ
か
ら
検
証
す
る
。

を
つ
け
、
上
位
か
ら
採
択
す

る
。
１
件
が
採
択
の
ラ
イ
ン

に
届
か
な
か
っ
た
の
で
、
市

の
単
独
事
業
で
実
施
す
る
。

◇
自
然
体
験
活
動
推
進
事
業

２
２
９
万
円

問　

星
空
保
護
区
を
申
請

す
る
た
め
の
調
査
委
託
料
は

ど
う
使
わ
れ
、
そ
の
対
象
地

域
は
ど
こ
か
。

観
プ
ロ
課
長　

こ
れ
か
ら
取

り
組
む
。
国
際
的
な
認
定
制

度
で
、
日
本
で
は
沖
縄
県
の

八
重
山
諸
島
の
み
で
あ
る
。

　

今
回
は
和
田
地
区
の
上
区

を
調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

◇
貸
事
務
所
整
備
事
業

１
８
０
万
円

問　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
移

住
定
住
を
ど
の
程
度
、
目
標

と
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
部
長　

地
元
の
高

校
生
を
毎
年
定
期
的
に
５
人

程
度
採
用
す
る
と
い
う
提
案

や
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

を
正
社
員
と
し
て
採
用
し
て

い
く
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

一般会計補正　 1億４,２４２万円追加
令和元年度南房総市一般会計補正予算（第１号）

　229億3,442万円総
額

　

６
月
20
日
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審

査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

◇ 

地
方
特
例
交
付
金

３
２
５
９
万
円

問　

こ
れ
は
今
年
度
限
り
の

も
の
か
。

　

国
庫
支
出
金
も
８
２
９
０

万
円
の
増
額
だ
が
、
こ
れ
も

単
年
度
か
。

子
ど
も
教
育
課
長
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
は
、
事

業
が
あ
る
限
り
続
く
。

◇ 

園
芸
用
施
設
・
設
備
整
備

費
助
成
事
業

50
万
円

問　
「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」

が
不
採
択
に
な
っ
た
理
由

は
。

農
林
水
産
課
長　

本
市
は
６

件
の
事
業
を
申
請
し
た
が
、

県
が
事
業
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
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補
正
予
算

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

５
４
５
６
万
円

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
買
う
こ
と
が
で
き
る
人
は
。

商
工
課
長　

今
年
１
月
１
日

時
点
の
住
民
で
、
住
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
と
、
今
年
６

月
１
日
時
点
の
住
民
で
、
平

成
28
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
が
い
る
世
帯
の
世

帯
主
が
対
象
。

反
対
討
論

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
な

ど
の
低
所
得
者
対
策
に
つ
い

て
、
消
費
税
の
増
税
で
地
域

経
済
を
壊
す
政
策
を
打
ち
出

し
な
が
ら
、
そ
の
打
撃
を
避

け
る
た
め
に
、
多
額
の
公
費

を
使
う
の
は
本
末
転
倒
。
社

会
保
障
の
財
源
は
大
企
業
や

富
裕
層
の
行
き
過
ぎ
た
減
税

を
見
直
す
こ
と
で
確
保
す
べ

き
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決

問　

事
務
所
内
の
設
備
は
市

で
用
意
す
る
の
か
。

商
工
課
長　

市
は
用
意
し
な

い
。

プレミアム付商品券

見　  本

旧南小学校跡地を活用する貸事務所整備事業

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

問　

前
期
高
齢
者
交
付
金

が
２
年
後
に
精
算
さ
れ
る
理

由
は
。
広
域
化
で
精
算
は
し

な
く
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

国
・
県
の

事
務
手
続
上
の
も
の
で
、
今

年
度
で
終
了
す
る
。

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算　

　　

原
案
ど
お
り
可
決

＊
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　

業
務
の
委
託
先
や
建

築
物
の
設
計
者
を
選
ぶ

際
、
目
的
物
に
対
す
る

企
画
の
提
案
で
選
ぶ
こ

と
。
事
業
者
に
企
画
・

提
案
能
力
な
ど
が
求
め

ら
れ
、
価
格
の
安
さ
で

決
め
る
一
般
競
争
入
札

が
適
さ
な
い
場
合
に
採

用
す
る
。

出
入
口
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６
月
19
日
、
総
務
委
員

会
を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

児
童
遊
園
設
置
管
理
条

例
一
部
改
正

問　

児
童
遊
園
に
新
た
な

遊
具
を
設
置
す
る
の
か
。

教
育
長　

年
１
回
の
管
理
点

検
の
ほ
か
、
日
常
的
な
管
理

が
必
要
。
地
元
の
人
た
ち
で

管
理
で
き
る
範
囲
で
の
設
置

が
よ
い
が
、
協
議
す
る
。

◎ 

財
産
の
取
得（
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
）

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

本
体
価
格
は
。

教
育
総
務
課
長　

タ
ブ
レ
ッ

ト
・
ペ
ン
・
キ
ー
ボ
ー
ド
・
補

償
費
で
合
計
18
万
１
９
９
９

円
。
ソ
フ
ト
は
ジ
ャ
ス
ト
ス

マ
イ
ル
８
特
別
・
職
員
パ
ッ

ク
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
合
計

５
万
６
５
４
３
円
。

問　

こ
こ
ま
で
良
い
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
小
学
生
が

使
用
す
る
も
の
な
の
か
。

教
育
長　

授
業
で
持
ち
出
す

た
め
、
水
濡
れ
・
振
動
・
落

下
も
想
定
し
た
補
償
の
ほ
か
、

先
生
も
使
え
る
も
の
を
選
ん

だ
。
幾
分
高
い
イ
メ
ー
ジ
も

あ
る
が
、
５
年
間
の
使
用
を

考
え
る
と
妥
当
な
額
と
判
断

し
て
い
る
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
調

達
方
法
は
検
討
し
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

レ
ン
タ
ル

も
検
討
し
た
が
割
高
に
な
る

の
で
、
買
い
取
り
に
し
た
。

見
積
書
を
取
っ
て
比
べ
て
は

い
な
い
が
、
次
回
更
新
時
は
、

状
況
に
応
じ
て
比
べ
た
い
。

◎
財
産
の
取
得
（
塵
芥
車
）

◎ 

県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
一
部
改
正
の
協
議

◎ 

契
約
締
結
・
千
倉
中
体
育

館
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）

　

原
案
ど
お
り
可
決

委 員 会 報 告

旧富浦幼稚園の園庭が
児童遊園に

水道工事監督者の資格　専門職大学
などの卒業で実務経験が短縮

総
務

産
業

委
員
会
報
告

　

６
月
18
日
、
産
業
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

水
道
布
設
工
事
監
督
者

の
配
置
・
資
格
基
準
、

技
術
管
理
者
の
資
格
基

準
条
例
の
一
部
改
正

問　

水
道
工
事
監
督
者
の

資
格
と
は
。

水
道
局
長　

水
道
工
事
を

委
託
す
る
場
合
、
監
督
者

と
し
て
経
験
年
数
を
有
す

る
者
を
配
置
す
る
。

　

７
人
の
職
員
が
、
監
督

者
の
経
験
年
数
を
有
す
る
。

◎ 

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

◎ 

自
然
の
宿
「
く
す
の
木
」

設
置
管
理
条
例
の
廃
止

　

原
案
ど
お
り
可
決

旧富浦幼稚園

迅速な対応が求められる漏水工事
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福
祉

委 員 会 報 告

　

６
月
19
日
、
福
祉
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

問　

当
分
の
間
、
県
が
環

境
性
能
割
を
徴
収
す
る
よ

う
だ
が
、
そ
の
期
間
と
は
。

税
務
課
長　

期
間
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

◎ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正

問　
「
控
除
対
象
配
偶
者
」

と
「
同
一
生
計
配
偶
者
」

の
違
い
は
。
所
得
制
限
の

対
象
は
変
わ
る
の
か
。

社
会
福
祉
課
長　

今
ま
で
の

「
配
偶
者
控
除
」
と
「
控
除

対
象
配
偶
者
」
を
「
同
一

生
計
配
偶
者
」
に
し
た
。

制
限
対
象
は
変
わ
ら
な
い
。

◎ 

富
山
国
保
病
院
使
用
料
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正

問　

診
断
書
交
付
手
数
料

の
増
税
に
よ
る
影
響
額
は
。

病
室
使
用
料
の
変
更
に
よ

る
影
響
額
は
。

国
保
病
院
事
務
長　

手
数
料

で
は
４
千
円
か
ら
６
千
円
。

使
用
料
の
変
更
で
収
益
の

１
割
、
50
万
円
程
度
の
増

収
を
想
定
し
て
い
る
。

反
対
討
論

　

病
室
の
使
用
料
な
ど
の

値
上
げ
や
、
消
費
税
の
増

税
に
伴
い
診
断
書
な
ど
の

手
数
料
の
値
上
げ
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
10
月
か
ら

の
消
費
税
増
税
を
前
提
と

し
て
条
例
改
正
を
急
ぐ
こ

と
に
疑
問
が
あ
る
。

賛
成
討
論

　

消
費
税
そ
の
も
の
は
、

最
終
的
に
患
者
が
払
う
の

で
、
そ
こ
に
請
求
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決

◎
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

問　

機
能
別
消
防
団
員
の

特
定
任
務
と
は
。

消
防
防
災
課
長　

発
災
時
に

出
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

年
額
報
酬
１
万
５
千

円
だ
が
、
上
げ
な
い
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

日
常
的
な

試
運
転
や
操
法
訓
練
な
ど

は
行
わ
な
い
た
め
、
こ
の

額
と
し
た
。

　

け
が
の
補
償
と
１
回
の

出
動
で
、
費
用
弁
償
は
一

般
団
員
と
同
様
に
出
す
。

５
年
間
所
属
す
れ
ば
退
職

金
も
支
給
さ
れ
る
。

問　

Ｏ
Ｂ
の
対
象
者
は
、

何
歳
ま
で
か
。

消
防
防
災
課
長　

地
元
で
出

動
で
き
る
65
歳
ま
で
の
人

を
選
ん
で
も
ら
う
。

問　

分
団
長
な
ど
を
や
っ

た
人
が
戻
っ
て
き
た
ら
や

り
に
く
い
の
で
は
。

消
防
防
災
課
長　

所
属
は
支

団
だ
が
活
動
場
所
は
分
団

と
な
る
。

問　

現
在
の
団
員
数
は
何

人
か
。
機
能
別
消
防
団
員

が
加
わ
る
と
何
人
に
な
る

の
か
。

消
防
防
災
課
長　

今
年
４
月

時
点
で
、
消
防
団
定
員

１
０
５
２
人
に
対
し
、
実

団
員
９
２
８
人
で
欠
員

１
２
４
人
で
あ
る
。
機
能

別
消
防
団
員
は
、
分
団
定

数
の
２
割
で
あ
り
、
現
役

団
員
が
足
り
て
い
る
分
団

に
は
必
要
な
い
。

◎ 

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

低
所
得
者
第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
の
介
護
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

富山国保病院　バス・トイレの
有無で病室使用料を見直し

委
員
会
報
告

富山国保病院のバス・トイレ付の病室

発災時の初動が大事

＊
「
環
境
性
能
割
」

　

新
車
や
中
古
車
の
登

録
時
に
県
が
課
税
し
て

い
る
「
自
動
車
取
得
税
」

が
廃
止
さ
れ
、
10
月
に

導
入
さ
れ
る
税
。

※
機
能
別
消
防
団
員

　

消
防
団
を
引
退
し
た

人
で
そ
の
豊
富
な
経
験 

を
生
か
し
て
、
能
力
や

事
情
に
応
じ
て
特
定
の

活
動
に
の
み
参
加
す
る

消
防
団
員
の
こ
と
。
消

防
団
の
活
動
を
助
け
る

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
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一
般
質
問

7 人の議員が市政を質す

阿部美津江議員

認
し
未
受
診
で
あ
れ
ば
実

施
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。

問
検
査
費
用
な
ど
の

財
源
は
市
町
村
に

対
し
て
地
方
交
付
税
措
置

さ
れ
て
い
る
。
早
期
に
取

り
組
む
事
項
で
あ
る
た
め

公
費
助
成
の
考
え
や
導
入

時
期
は
。

保
健
福
祉
部
長
県
で
は
市

町
村
を
実

施
主
体
と
す
る
共
通
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
令
和
２
年

度
に
県
内
全
域
で
実
施
す

る
体
制
を
検
討
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
県
の
動
向
に

合
わ
せ
実
施
で
き
る
よ
う
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

補
聴
器
助
成

問
利
用
者
負
担
と
利

用
状
況
は
。

市
長
原
則
１
割
負
担
だ

が
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
上
限
額
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
過
去
５
年
度
の

利
用
状
況
平
均
は
約
９
件
。

人
工
内
耳

問
装
用
者
を
把
握
で

き
な
い
理
由
は
。

保
健
福
祉
部
長
自
立
支
援

医
療
制
度

を
利
用
せ
ず
に
医
療
保
険

の
み
で
人
工
内
耳
を
装
着

し
た
場
合
、
人
数
の
把
握
は

難
し
い
。

が
か
か
る
た
め
、
助
成
事

業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

市
長
他
団
体
の
動
向
や

財
政
負
担
も
考
慮

し
検
討
す
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査

問
受
検
状
況
は
。

市
長
保
健
師
に
よ
る
新

生
児
訪
問
や
４
カ

月
児
相
談
で
確
認
し
、
平

成
29
年
度
出
生
１
３
１
人

に
対
し
８
人
が
未
受
診
。

問
妊
産
婦
へ
の
周
知

啓
発
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長
妊
娠
届
け
出
の
際

に
子
育
て
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
受
検
を
勧
奨
。

新
生
児
訪
問
で
母
子
健
康

手
帳
の
検
査
の
記
録
を
確

保
健
福
祉
部
長
18
歳
以
上

54
歳
以
下

の
健
康
な
人
。
体
重
が
男
性

は
45
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
、
女

性
は
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

で
、
骨
髄
末
梢
血
管
細
胞

提
供
に
対
し
て
十
分
理
解

し
て
い
る
人
。

不
妊
症
・
不
育
症

問
一
般
不
妊
治
療
を
選

択
し
た
場
合
の
支

援
体
制
は
。

保
健
福
祉
部
長
高
額
な
医

療
費
が
か

か
る
特
定
不
妊
治
療
の
助

成
に
つ
い
て
優
先
的
に
支
援

を
し
て
お
り
、
一
般
不
妊
治

療
に
対
し
て
の
支
援
制
度
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
不
育
症
の
リ
ス
ク

因
子
を
特
定
す
る

た
め
の
保
険
適
用
外
の
検

査
や
治
療
に
高
額
な
費
用

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

問
骨
髄
移
植
事
業
に

お
い
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
（
ヒ

ト
白
血
球
抗
原
）
と
い
う

白
血
球
型
の
適
合
率
は
９

割
を
超
え
て
い
る
。
提
供

に
伴
う
入
通
院
で
１
週
間

ほ
ど
の
休
暇
が
必
要
で
あ

り
、
移
植
件
数
が
増
え
な

い
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
が
安

心
し
て
提
供
で
き
る
環
境

整
備
は
。

市
長
ド
ナ
ー
登
録
者
が

徐
々
に
増
加
し
て

い
る
な
か
で
、
提
供
者
の
休

暇
取
得
が
困
難
と
い
う
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ド

ナ
ー
休
暇
制
度
の
整
備
推

進
を
検
討
す
る
。

問
本
市
の
ド
ナ
ー
登

録
数
は
。

市
長
平
成
30
年
３
月
31

日
現
在
１
０
６

人
。問

ド
ナ
ー
申
請
者
の

条
件
は
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
の
創
設
を

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
整
備
推
進
を
検
討
す
る

ドナー登録可能な献血バス

＊
骨
髄
移
植

　

健
康
な
人
か
ら
の
骨

髄
の
提
供
を
受
け
、
患

者
の
骨
髄
を
入
れ
替
え

て
白
血
病
な
ど
を
治
す

こ
と
。



9 ／南房総  議会広報／第 53号

一
般
質
問

調
査
を
行
っ
て
、
今
年
10
月

ま
で
に
基
盤
整
備
事
業
の

方
向
性
を
決
定
し
た
い
と

考
え
る
。

問
七
浦
地
区
全
域
に

広
げ
る
考
え
は
。

農
林
水
産
部
長
平
磯
地
区

が
事
業
化

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
引
き

続
き
白
間
津
地
区
へ
向
け

た
道
路
網
の
整
備
と
合
わ

せ
て
、
基
盤
整
備
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

　

土
地
所
有
者
の
同
意
な

ど
、課
題
も
多
く
あ
る
の
で
、

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
国
・
県
の
動
向
を
見

据
え
て
検
討
し
て
い
く
。

は
で
き
な
い
。
道
路
の
概
略

設
計
は
終
え
て
い
る
の
で
、

今
後
は
詳
細
設
計
を
行
い

用
地
面
積
を
出
し
、
測
量

を
し
て
面
積
が
確
定
し
て

か
ら
用
地
買
収
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

問
計
画
さ
れ
て
い
る

道
路
の
内
容
は
。

建
設
環
境
部
長
歩
道
を
含

め
た
舗
装

部
分
は
、
６
メ
ー
ト
ル
程
度

で
考
え
る
。

平
磯
地
区
活
性
化

事
業問

平
磯
地
区
活
性
化

事
業
計
画
と
は
。

農
林
水
産
部
長
地
元
に
基

盤
整
備
促

進
推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
、

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
計
画

区
域
を
検
討
し
、
土
地
所

有
者
に
事
業
参
加
の
意
向

り
業
種
の
選
択
肢
が
広
が

り
、
高
校
生
の
「
地
元
に
残

り
た
い
が
求
め
る
職
業
が
な

い
」
な
ど
の
問
題
の
解
消
に

つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え
る
。

問
企
業
誘
致
に
よ
る

定
住
効
果
は
。

商
工
課
長
詳
細
な
移
住

者
の
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。
誘
致
を
し

た
企
業
の
な
か
に
は
勤
務
地

が
東
京
か
ら
本
市
に
異
動
に

な
り
、
市
内
に
家
を
購
入
し

た
人
も
い
る
。
今
後
も
企
業

誘
致
に
よ
り
、
移
住
の
可
能

性
は
増
加
す
る
と
考
え
る
。

市
道
千
倉
29
号
線

問
七
浦
地
区
の
国
土

調
査
が
終
了
す
る

が
、
市
道
29
号
線
の
用
地

買
収
に
入
る
の
か
。

建
設
環
境
部
長
た
だ
ち
に

用
地
買
収

就
労
人
材
不
足
対
策

問
市
内
事
業
所
の
人
材

不
足
の
現
状
は
。

市
長
館
山
公
共
職
業
安

定
所
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
情
報
の
安
房
郡
市
内

の
就
労
求
人
の
状
況
に
よ
れ

ば
、
医
療
・
福
祉
系
、
宿
泊
・

飲
食
系
や
建
設
系
で
は
人
材

確
保
が
困
難
な
状
況
と
見
ら

れ
る
が
、
事
務
系
や
運
送

系
に
つ
い
て
の
人
材
は
確
保

さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と

示
さ
れ
て
い
る
。

問
企
業
誘
致
す
る
こ

と
で
、
地
元
企
業

と
の
人
材
の
奪
い
合
い
が

起
き
て
い
な
い
か
。

商
工
課
長
競
合
の
可

能
性
は
あ

る
が
、
誘
致
し
た
企
業
に
よ

企
業
誘
致
は
人
材
の
奪
い
合
い

業
種
の
選
択
肢
が
広
が
る

川上　　清議員

就労イベント状況

市道千倉 29 号線概略設計図

七浦遺跡

国道410号

高塚山自然環境保全地域
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化
に
対
し
、
地
元
行
政
区
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
生
活

道
路
の
整
備
に
努
め
る
。

問
行
政
区
で
行
っ
て
い

る
草
刈
り
作
業
を
農

家
に
委
託
し
、
市
民
の
負

担
を
減
ら
す
べ
き
で
は
。

建
設
環
境
部
長
委
託
先
の

制
限
は
あ

る
が
将
来
に
向
け
た
課
題

と
し
て
、
国
・
県
が
実
施
し

て
い
る
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
活
用
し
、
管
理
委

託
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
防
草
シ
ー
ト
で
道
路

脇
を
被
覆
し
除
草
の

手
間
が
省
け
れ
ば
、
管
理

な
ど
容
易
に
な
り
、
住
民

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

地
元
施
工
す
れ
ば
資
材
支

農
地
の
再
整
備
に

つ
い
て

問
借
地
農
地
を
大
区
画

化
に
整
備
す
る
に
あ

た
り
、
地
権
者
と
の
調
整
に

行
政
も
協
力
で
き
な
い
か
。

市
長
双
方
の
意
向
に
沿

え
る
よ
う
協
力
し

て
調
整
を
は
か
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問
道
路
幅
員
の
狭
い
と

こ
ろ
で
は
空
き
家
に

な
る
確
率
が
高
い
よ
う
だ
。

今
後
、
道
路
幅
員
を
確
保
す

る
対
策
を
打
つ
べ
き
で
は
。

市
長
都
市
計
画
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
や
確
認
申
請
が
不
要

な
地
域
で
、
十
分
な
道
路
幅

員
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場

所
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
地
域
の
状
況
変

将
来
の
南
房
総
市
の

農
業
に
つ
い
て

問
Ｒ
Ｔ
Ｋ
（
リ
ア
ル
タ

イ
ム・キ
ネ
マ
テ
ィ
ッ

ク
）
固
定
基
地
局
を
市
が
建

設
し
、
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
機
能
を

助
け
て
、
労
働
力
不
足
に
悩

む
農
業
の
起
爆
剤
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
Ｒ
Ｔ
Ｋ
固
定
基
地

局
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
以
外
の
活
用
も
可
能

な
の
で
効
果
的
な
活
用
が

で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に

努
め
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
地
域
農
業
の
発

展
に
寄
与
し
た
い
。 自

動
運
転
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
考
え
は

情
報
を
集
め
、
地
域
農
業
に
寄
与
し
た
い

一
般
質
問

山田　一洋議員農業ロボットトラクターイメージ

除草作業風景

＊ 

Ｒ
Ｔ
Ｋ
（
リ
ア
ル
タ
イ

ム
・
キ
ネ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）

　

地
上
に

設
置
し
た

「
基
準
局
」

か
ら
の
位

置
情
報

デ
ー
タ
に

よ
り
、
高

い
精
度
の

測
位
を
実

現
す
る
技

術
。

給
な
ど
は
可
能
か
。

建
設
環
境
部
長
効
果
は

十
分
に

あ
る
の
で
、
地
元
の
行
政

区
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

検
討
を
進
め
た
い
。

＊
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
定
区
画
の
公
共
の

場
所
で
、
市
民
団
体
や

企
業
が
清
掃
活
動
を
行

い
、
行
政
が
こ
れ
を
支

援
す
る
制
度
。
行
政
と

市
民
団
体
な
ど
が
合
意

書
を
交
わ
す
。
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教
育
次
長
既
設
施
設

を
そ
の
ま
ま

使
う
の
で
、
経
費
は
特
に
か

か
っ
て
い
な
い
。

問
自
宅
か
ら
歩
い
て
行

け
る
旧
学
区
内
の
市

有
地
を
活
用
し
、
児
童
遊
園

を
作
る
こ
と
は
、
検
討
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長
市
民
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
、

柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

遊
休
農
地
の
利
活
用

問
農
地
付
き
空
き
家
バ

ン
ク
の
場
合
、
農
地

の
売
買
や
貸
借
の
面
積
の
下

限
が
、
30
ア
ー
ル
か
ら
１

ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
空
き
家
バ
ン
ク
以
外
で

売
買
や
賃
貸
し
た
場
合
で

も
、
こ
の
規
定
を
適
用
で
き

な
い
か
。

市
長
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
以
外
で
の
適
用

は
実
施
し
て
い
る
自
治
体

が
な
い
状
況
。
国
の
動
向
を

注
視
し
農
業
委
員
会
と
協

議
し
て
い
く
。

問
相
互
扶
助
の
精
神

は
、
現
在
の
国
保
法

に
は
な
い
。
国
の
責
任
で
運

営
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
だ

と
定
め
て
い
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
医
療
保
険

制
度
の
根

幹
を
な
す
社
会
保
障
制
度

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

放
課
後
の
校
庭
開
放

問
校
庭
の
開
放
時
間

を
、
低
学
年
向
き
に

前
倒
し
で
、
午
後
３
時
か
ら

開
放
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長
曜
日
や
時
期

に
も
よ
る

が
、
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
で

使
用
し
て
お
り
厳
し
い
。

児
童
遊
園
な
ど
の
整
備

問
旧
富
浦
幼
稚
園
の
児

童
遊
園
の
整
備
費
は

い
く
ら
か
。

問
国
民
健
康
保
険
の
繰

越
金
残
高
は
、
い
く

ら
か
。

市
民
生
活
部
長
約
４
億

１
４
０
０

万
円
。

問
今
年
度
か
ら
子
ど
も

の
均
等
割
を
半
額
に

し
た
。
経
費
は
８
８
０
万
円

で
、
財
政
調
整
基
金
を

１
千
万
円
使
っ
て
い
る
。
税

額
を
減
ら
す
た
め
に
使
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
財
政

調
整
基
金
保
有
額
は
い
く
ら

か
。市

民
生
活
部
長
約
６
億

１
９
２
６

万
円
。

問
短
期
保
険
証
の
期
限

は
１
か
月
だ
が
、
半

年
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
国
民
健
康
保
険

は
、
相
互
扶
助
の

精
神
に
の
っ
と
っ
た
医
療
保

険
制
度
。
滞
納
者
に
は
短

期
保
険
証
を
交
付
し
て
い

る
。
滞
納
者
と
の
接
触
機

会
を
増
や
し
、
分
割
納
付

な
ど
の
対
応
を
す
る
た
め
、

期
限
は
延
長
し
な
い
。 財

政
調
整
基
金
を
使
い
、
国
保
税
を
据
え
置
く
考
え
は

昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
使
い
、
据
え
置
く

校庭の開放時間：平日は午後４時から午後６時まで
　　　　　　　　土曜日・日曜日などで学校行事のないときは午前 9時から午後 6時まで

一
般
質
問

安田美由貴議員

積立額 残　高

平成28年度 21万7808円 2億1836万1316円

平成29年度 2億21万6120円 4億1857万7436円

平成30年度 2億68万6179円 6億1926万3615円

国保の財政調整基金（貯金）

屋
外
部
室
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一
般
質
問

　 　 　 　

し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
取

り
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

問
曲
げ
ダ
ル
を
推
進
し

て
く
れ
る
人
へ
の
支

援
は
。

保
健
福
祉
部
長
頑
張
っ
て

い
た
だ
く

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
片
付
け
て
い
き
た
い
。

問
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長
市
と
し
て

は
制
度
改

正
な
ど
あ
る
た
び
に
警
察
・

安
全
協
会
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
広
報
啓
発
に

努
め
る
。

問
安
全
運
転
の
サ
ポ
ー

ト
機
能
付
き
の
自
動

車
を
購
入
す
る
時
の
補
助

金
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
今
後
、
地
域
の
課

題
と
認
識
し
、
検

討
す
る
。

き
て
い
る
か
。

建
設
環
境
部
長
富
浦
地
区

の
国
道
に

つ
い
て
は
、
７
月
に
千
葉
国

道
事
務
所
・
館
山
警
察
署
・

市
・
学
校
関
係
者
で
点
検

を
行
う
。
現
地
で
点
検
し
、

対
応
策
を
検
討
す
る
。
通

学
路
の
危
険
箇
所
は
、
教

育
委
員
会
を
窓
口
に
点
検

を
行
っ
て
い
る
。

問
曲
げ
ダ
ル
活
動
の
目

指
す
も
の
は
。

保
健
福
祉
部
長
認
知
症
の

人
が
徘
徊

わ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
昨
年
、
大
阪

北
部
地
震

で
児
童
が
亡
く
な
る
事
故

が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

緊
急
点
検
を
行
っ
た
。
高
齢

者
や
幼
児
の
目
線
に
立
っ
た

点
検
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

日
常
の
施
設
管
理
の
な
か
で

危
険
箇
所
を
特
定
し
、
個

別
に
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

問
川
崎
市
で
児
童
な
ど

が
殺
傷
さ
れ
た
事
件

を
受
け
、
本
市
で
は
「
な

が
ら
見
守
り
」
活
動
を
提

案
し
た
。

　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の

解
消
は
進
ん
で
い
な
い
。

富
浦
小
学
校
区
に
は
歩
道

が
急
に
狭
く
な
る
国
道
、

水
た
ま
り
の
水
が
児
童
に

か
か
っ
て
し
ま
う
国
道
が

あ
る
。
他
の
地
区
で
も
国

道
の
危
険
箇
所
は
対
応
で

第
２
次
総
合
計
画
の

進
捗
状
況

問
総
合
計
画
策
定
の
際

市
民
の
73
・
５
％
が

安
心
し
て
住
め
る
市
と
答

え
て
い
る
。
取
り
組
み
状

況
は
。

市
長
災
害
時
に
備
え
た

対
応
、
救
急
・
救

命
体
制
の
確
立
、
防
犯
体
制

の
充
実
な
ど
推
進
し
て
き
た
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
作
る
た
め
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
、
地
域
全
体
で
支
え

合
う
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

意
識
の
高
揚
や
体
制
づ
く
り

な
ど
を
推
進
し
て
き
た
。

問
と
み
う
ら
元
気
倶

楽
部
の
駐
車
場
か

ら
バ
ス
停
へ
向
か
う
途
中

の
坂
で
歩
行
者
が
転
倒
し

大
け
が
を
し
た
。

　

市
の
施
設
に
つ
い
て
、

高
齢
者
や
幼
児
の
目
線
に

立
っ
た
施
設
の
点
検
は
行

第
２
次
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
は

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

石井　教宇議員

歩行者が転倒した駐車場

曲げダルを呼びかける掲示板

＊
「
な
が
ら
見
守
り
」
活
動

　

日
常
生
活
を
送
り
な

が
ら
、
子
ど
も
達
の
後

を
つ
け
て
い
る
不
審
者

が
い
な
い
か
な
ど
、「
防

犯
の
視
点
」
で
、
子
ど

も
達
の
安
全
を
見
守
る

活
動
。



13 ／南房総  議会広報／第 53号

一
般
質
問

境
も
よ
く
な
い
。
今
後
は

充
実
し
な
け
れ
ば
と
考
え

る
が
。

市
長
重
点
課
題
と
し
て

考
え
て
お
り
、
現

在
策
定
し
て
い
る
「
道
の
駅

再
生
基
本
計
画
」
の
中
で

売
り
場
環
境
の
改
善
な
ど

検
討
す
る
。

層
の
割
合
は
。

市
長
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

（
カ
ー
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
で
収

集
し
た
情
報
）
を
使
い
調

査
し
た
結
果
、
道
の
駅
来

場
者
の
傾
向
と
し
て
、
地
元

住
民
70
％
、
観
光
客
30
％

と
な
っ
て
い
る
。

問
こ
れ
は
地
元
住
民
が

日
常
の
食
材
調
達
を

す
る
上
で
、
重
要
な
店
舗

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と

思
う
が
。

観
プ
ロ
課
長
後
継
者
不

足
で
商
店

街
が
衰
退
す
る
な
か
、
道
の

駅
の
直
売
所
は
、
日
常
の
食

材
調
達
の
店
舗
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

問
ち
く
ら
潮
風
王
国
の

直
売
所
は
コ
ン
テ
ナ

販
売
で
、
面
積
も
狭
く
環

が
、
農
産
物
の
販
売
高
と

出
荷
農
家
数
は
。

市
長
全
体
の
農
産
物
販

売
高
は
10
億
２
千

万
円
ほ
ど
で
一
定
水
準
を
維

持
し
て
お
り
、
出
荷
農
家

数
は
平
成
26
年
度
が

１
０
７
７
戸
、
平
成
30
年
度

が
１
２
９
９
戸
と
増
加
し
て

い
る
。

問
出
荷
農
家
数
も
今

後
、
激
減
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
。

観
プ
ロ
課
長
６
次
産
業

化
な
ど
に

よ
る
付
加
価
値
や
ブ
ラ
ン

ド
力
を
強
化
し
、
農
業
所

得
の
向
上
や
後
継
者
対
策

を
推
進
し
て
い
く
。

問
道
の
駅
の
役
割
は
、

観
光
客
誘
致
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
地
域
住
民
の

日
常
の
生
活
館
的
役
割
も

重
要
と
考
え
る
が
、
購
買

旧
忽
戸
小
学
校

利
活
用

問
社
会
体
育
施
設
構
想

が
白
紙
に
な
り
、
今

回
の
応
募
案
も
実
現
は
難

し
い
と
の
こ
と
、
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
廃
校
な
ど
に
よ

る
施
設
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
社
会
教
育
施

設
や
ほ
か
の
公
共
施
設
へ
の

転
用
以
外
、
市
と
し
て
維

持
管
理
を
原
則
行
わ
な
い
。

　

今
後
の
利
活
用
は
教
育

委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
。

問
市
民
の
憩
い
の
場
、

観
光
客
の
集
う
場
と

し
て
、
活
性
化
の
一
助
と
な
れ

ば
市
営
で
も
よ
い
の
で
は
。

教
育
次
長
基
本
的
な

考
え
は
変

わ
ら
な
い
が
、
今
後
は
市
の

管
理
も
含
め
地
域
住
民
の

意
見
、
気
持
ち
を
尊
重
し

検
討
す
る
。

道
の
駅
農
産
物

直
売
所

問
こ
こ
数
年
、
各
道
の

駅
の
全
体
的
な
売
り

上
げ
は
減
少
傾
向
に
あ
る

旧
忽
戸
小 

資
料
館
・
図
書
館
併
設
の
複
合
施
設
に
で
き
な
い
か

利
用
可
能
か
検
討
中

平川　幸男議員

旧忽戸小学校

道の駅 ちくら潮風王国
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問
貸
事
務
所
整
備
事

業
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
状
況
は
。

市
長
５
月
９
日
か
ら
５

月
20
日
ま
で
の
応

募
期
間
に
参
加
希
望
が
あ
っ

た
。
６
月
10
日
ま
で
に
企
画

書
の
提
出
を
受
け
、
６
月

17
日
の
審
査
委
員
会
で
決

定
す
る
。

問
総
事
業
費
は
い
く

ら
か
。

市
長
建
設
工
事

費
や
設
計

監
理
費
な
ど
、
合

計
で
７
億
４
１
６
万

円
。問

費
用
対
効

果
の
検
証
は

し
て
あ
る
か
。

市
長
入
居
企
業

に
よ
り
変

動
が
あ
る
が
、
想

定
し
て
検
証
し
た
。

問
検
証
結
果

は
ど
う
か
。

市
長
資
本
金

５
千
万
円
、

従
業
員
平
均
年
収

　 　 　 　

問
か
ね
て
か
ら
噂
さ
れ

３
月
の
当
初
予
算
の

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

も
出
て
い
た
法
人
が
応
募

し
て
い
た
場
合
、
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

商
工
課
長
４
月
24
日

の
第
１
回
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会

か
ら
応
募
を
広
く
受
け
つ

け
て
お
り
、
ど
ん
な
企
業
で

も
応
募
で
き
る
状
況
に
あ

る
の
で
、
粛
々
と
第
２
回
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会

を
開
催
す
る
。

問
入
札
で
談
合
情
報

が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

総
務
部
長
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ

て
調
査
す
る
。

問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
も
同

じ
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長
最
終
的
な
業
者
の

選
定
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
セ
ス
が
違
う
。

　
一
般
的
な
公
共
工
事
の
入

札
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

は
、
同
じ
扱
い
で
は
な
い
。

事
前
に
業
者
が
決
ま
っ

て
い
る
状
況
は
問
題
が

あ
る
の
で
は

問
業
者
を
選
定
す
る

と
い
う
意
味
か
ら
、

事
前
に
業
者
が
決

ま
っ
て
い
る
と
い

う
情
報
が
あ
れ
ば
、

公
平
・
公
正
性
か

ら
執
行
部
は
対
応

す
べ
き
で
は
な
い

か
。市

長
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
は

一
定
の
条
件
を
掲
示

し
、
広
く
提
案
を

求
め
て
い
る
。
そ
の

３
０
０
万
円
、
現
従
業
員
40

人
の
事
業
者
が
、
10
年
間

で
、
１
０
０
人
ま
で
雇
用
拡

大
す
る
想
定
で
税
収
は
、

法
人
市
民
税
８
７
０
万
円
、

固
定
資
産
税
１
０
０
万
円
、

住
民
税
お
よ
び
軽
自
動
車

税
で
２
８
０
０
万
円
程
度
と

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
ほ
か

に
金
額
的
効
果
測
定
が
難

し
い
地
域
活
性
化
が
見
込

ま
れ
る
。

問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
何
社

の
応
募
が
あ
っ
た
か
。

商
工
課
長
６
月
17
日

の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
委
員
会
の
前
な

の
で
、
競
争
性
を
損
な
い
、

公
平
性
を
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
公
表
で
き
な
い
。

６
月
17
日
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
委
員
会
後
の
議
員
全

員
協
議
会
で
詳
細
な
説
明

を
し
た
い
。

条
件
に
合
致
し
て
い
れ
ば

基
本
的
に
問
題
な
い
と
考

え
る
。

問
も
し
、
事
前
に
名
前

が
出
て
い
た
企
業
が

選
定
業
者
に
な
っ
た
場
合

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

市
長
今
回
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
る
選
定

プ
ロ
セ
ス
に
は
、
何
の
問
題

も
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

旧
南
小
学
校
の
貸
事
務
所
整
備
事
業
の
総
事
業
費
は

建
設
工
事
費
や
設
計
監
理
費
な
ど
で
７
億
４
１
６
万
円

一
般
質
問

関　　壽夫議員

旧南小学校

貸事務所整備事業配置予定図
（5ページに拡大図あり）
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研
修
報
告

　

福
祉
委
員
会
で
は
、
幕

張
新
都
心
に
あ
る
ウ
ェ

ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
と
国
土
交

通
省
と
東
京
都
が
管
理
す

る
東
京
臨
海
広
域
防
災
公

園
、
通
称
「
そ
な
エ
リ
ア

東
京
・
防
災
体
験
学
習
施

設
」
へ
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
で
は

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
、
そ
な
エ
リ
ア
東
京
・
防
災
体
験
学
習
施
設

令
和
元
年
５
月
28
日

独
自
の
観
測
機
器
を
駆
使

し
て
、
海
上
気
象
を
は
じ

め
航
空
・
ス
ポ
ー
ツ
競
技

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
気

象
情
報
の
提
供
を
行
う
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
各
種
業
界

へ
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
気
象

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
非
常
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
野
外
イ
ベ

ン
ト
な
ど
天
候
に
左
右
さ

れ
や
す
い
業
務
の
際
の
気

象
予
測
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
気
象
情

報
の
大
切
さ
・
重
要
性
を

大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
に
「
そ
な
エ
リ
ア
東

京
」
で
は
、
館
内
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
実

際
の
災
害
現
場
さ
な
が
ら

の
環
境
下
で
避
難
訓
練
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で

ベ
ス
ト
な
選
択
を
し
て
、

よ
り
良
い
避
難
の
仕
方
や
、

対
応
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
大
規
模

災
害
に
備
え
て
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
「
緊
急

災
害
現
地
対
策
本
部
」
と

い
う
大
変
広
い
部
屋
が
あ

り
、
有
事
の
備
え
と
し
て

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
ル
ー

ム
は
２
０
１
６
年
に
公
開

さ
れ
た
映
画
「
シ
ン
・
ゴ

ジ
ラ
」
の
指
令
基
地
と
し

て
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
最
新
の
防
災

グ
ッ
ズ
の
展
示・販
売
、「
今

月
の
非
常
食
セ
ッ
ト
」
と

し
て
非
常
食
が
月
ご
と
に

替
わ
っ
て
気
軽
に
食
べ
ら

れ
る
カ
フ
ェ
も
設
置
さ
れ
、

防
災
グ
ッ
ズ
・
非
常
食
が

日
進
月
歩
で
改
良
さ
れ
て

い
る
さ
ま
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
本
市

の
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
の
構
築
に

向
け
大
変
良
い
勉
強
と
な

り
ま
し
た
。

福
祉
委
員
会
視
察

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
気
象
情
報
提
供
に
驚
き

防
災
用
品
の
日
進
月
歩
の
改
良
に
ま
た
驚
く

ウェザーニューズでの研修

そなエリア東京の目印にもなっている通信専用アンテナ塔
（高さ 74 ｍ）の前で

＊
そ
な
エ
リ
ア

　
「
そ
な
え
る
＋
エ
リ

ア
」
の
造
語
で
、
個
々

の
体
験
と
学
習
を
通
じ

て
〝
災
害
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
力
〞
と
〝
対
応
力
〞

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

災
害
へ
の
備
え
に
つ
な

が
る
〝
場
所
〞
を
意
味

し
て
い
る
。



16

追
跡
レ
ポ
ー
ト

　 　

来年以降早い時期に策定する 富山国保病院と太陽会で設立準備
し、病床転換を検討中

災害廃棄物処理計画の策定スケ
ジュールは（平成29年12月定例会）

地域医療連携推進法人の進捗状況
は（平成 30年 9月定例会）

　市の災害廃棄物処理計画を令和元年度と令和
２年度の２カ年をかけ策定します。
　この計画は、大規模災害に備え、災害廃棄物
を適正かつ迅速に処理するために策定するもの
で、速やかな復旧・復興を進めるための事前の
備えとして、初動期から復旧・復興期までの廃
棄物処理を行うために必要な事項について策定
するものです。　

　昨年 12 月に「社会福祉法人　太陽会」と地域
医療連携推進法人「房総メディカルアライアン
ス」を設立し、医療の専門分野の機能分担、職
員の共同研修、医薬品などの共同購入を目的に
活動を始めました。
　富山国保病院では、療養病床を一般病床に転
換し、47 床の一般病床を「地域包括ケア病床」
として運用しています。
　「地域包括ケア病床」は、急性期の治療が終了
し、在宅への円滑な復帰を図るため、リハビリ
テーションなどを強化した病床です。
　このリハビリテーションの提供のために、理
学療法士（PT）２人を派遣していただき、４人
の体制で運営しています。
　今後も、医療機関どうしの連携を強化し、患
者の紹介、逆紹介を充実することで、病床稼働
率の向上を目指すとともに、地域に貢献できる
病院として運営していきます。

愛媛県大洲市災害廃棄物

出典：災害廃棄物対策フォトチャンネル
http://kouikishori.env.go.jp/photo_channel/h30_
suigai/detail/?id=SG-16-02-013&rtp=search&p=3

47 床の地域包括ケア病床を持つ富山国保病院

その後 その後

追
跡
あの一般質問の行方は

　定例会で行われた一般質問について、その後の
状況をお知らせするコーナーです。

２カ年をかけて策定 地域医療連携推進法人を設立
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　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

市
民
の
声

　娘と息子の小学校入学・幼稚園入園を機に三芳

地区に住んで約６年が経ちます。

　私は生まれてから数年を除き、３０歳頃までは

千倉地区で過ごしてきました。

　私の子どもの頃に比べ、子どもが自由に遊ぶ場

が少なくなってきているように思います。

　野山で遊ぶことや河川で遊ぶといったことは今

の時代では難しく感じます。近所にあった公園も

遊具が使用できなくなったりと・・・。

　子ども園や小学校での園庭解放がありますが、

子ども園の場合、乳児のお昼寝時間にあたると静

かにしなければならないと気を使います。小学校

の場合、野球など、地域のクラブ活動でグラウン

ドが使われているときは遊べないこともあります。

　昨今、予算や管理の難しさなどからか児童公園

が少ないようです。ぜひ、児童公園のないところ

には設置して頂けたらと思います。

　　

　私は平久里生まれの平久里育ちで進学・就職と
何年か地元を離れましたが、今は地元で介護の仕
事をしています。
　自分の学び舎「平

へぐ り

群小学校」が閉校して７年。
平久里の子どもたちは今は皆、バス通学になり朝・
夕の子どもたちの元気な挨拶や遊び声が聞こえな
くなり、お年寄りもきっと淋しく思っていると思い
ます。
　平群小跡地をどうするのか？富山地域づくり協
議会、ＮＰＯ法人、地元の方々が協力して秋まつ
りやマルシェ、週末はツーリングの拠点として跡
地を活用してくれています。
　新しい時代「令和」になり、「跡地の利活用事業
者が決定」との記事を見ました。どのような平久
里をアピールしてくれるのか？でも忘れないで欲し
いのは平久里の地を愛している住民がたくさんい
ることです。今の時代に合った活用はもちろんです
が、地元の声が聞かれ人たちも集まれて、ちょっと
ひと息つけるような場所で、子どもたちが安心して
遊べる空間を作って欲しいと思っています。
　最後に私が一番伝えたいことは、平群小跡地に
は住民の思い出がいっぱい詰まっているというこ
とです。　

長
おさだ

田　忠
ただお

男さん
（三芳地区）

座
ざ ま

間　敦
あつこ

子さん
（富山地区）

児童公園の整備をこれからの平久里
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では、年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送る際はサイズ2MB以上5MB未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送る際はサイズ2MB以上5MB未満でお願いします）

応募の締め切り応募の締め切り
令和元年10月11日（金）まで令和元年10月11日（金）まで

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

　

７
月
２
日
、
群
馬
県
み

ど
り
市
議
会
の
広
報
委
員

６
人
が
「
議
会
だ
よ
り
」

の
研
修
に
来
ま
し
た
。
平

成
20
年
に
も
来
た
委
員
が

お
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
、
わ
れ
わ
れ
議
会
広
報

委
員
に
と
っ
て
も
勉
強
と
な
り

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

内
陸
部
の
み
ど
り
市
。
平
成

18
年
の
合
併
時
、
人
口
５
万
人

で
現
在
は
微
減
。
同
時
期
に
合

併
し
た
、
南
房
総
市
は
合
併
時

４
万
５
千
人
が
３
万
８
千
人
と

大
き
く
減
っ
て
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
環
境
が
違

い
ま
す
が
、
一
度
こ
ち
ら
か
ら

も
視
察
に
行
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

南房総市議会のホームページで
ライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

みどり市議会広報委員の皆さん（左側6人）


